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※交付決定前に着工・着手したものは対象外です。
▼対象（つぎの①～④すべてに該当する人）
①市内にある住宅（共同住宅の場合は専有部分）に居住
※店舗併用住宅については住宅部分に限る。
②市税や市の各種貸付制度において滞納がない
③対象工事が市のほかの助成制度による補助を受けて
　いない
④対象住宅が過去にこの補助を受けていない
▼対象工事・設計
①設計・工事費が 20 万円以上 ( 税抜き ) で 2022 年 2
　月 28 日までに完了する
②市内施工業者・設計業者に発注
・改築工事／住宅の全部または一部を取り壊し、改め
　て住宅部分を建築する工事
・増築工事／住宅部分の床面積を増加させる工事
・修繕・模様替え／住宅本体の修繕、模様替え
・塗装／外壁の塗装、屋根の塗装
・設備工事／台所、浴室、洗面所、暖房、給湯器

※交付決定前に着工・着手したものは対象外です。
▼対象
　市内に住所を有し、自らが現に居住し、または居住
しようとする住宅（店舗併用住宅の場合は、住宅部分
の床面積が延べ床面積の 2 分の 1 以上に限る）に初め
て太陽光発電システムを設置する、つぎの①～④すべ
てに該当する人　
① 4 月 1 日以降に工事契約を締結し、2022 年 2 月 28
　日までに工事が完了する
②市税などの未納がない
③対象住宅および敷地が建築基準法や都市計画法など
　の関係法令に違反がない
④対象工事が市のほかの助成制度による補助を受けて
　いない
【つぎの①～③は対象外】
①賃貸住宅および集合住宅
②太陽光発電システムが設置されている住宅を購入
③法人が申請

・公共下水道への接続工事／宅内の浄化槽を取りやめ
　公共下水道へ接続する工事
※工事を伴わない物置やインテリア機器などの物品の
　購入は対象外。　
※住宅の耐震診断・耐震補強工事には、別の補助制度
　があります。
▼補助額
　工事および設計費（税抜き）の 5％相当額
※ 10 万円を上限とし、予算の範囲内で申込み順（1,000
　円未満切捨て）。
▼申込み
　4 月 21 日（水）から見積書と市税の完納証明書 ( 税務
課で発行）を持参の上、建築指導課窓口へ
※4 月 21 日（水）は第二庁舎 2 階第 1 会議室で受付け、
　4 月 22 日（木）以降は第二庁舎 1 階建築指導課窓口
　で受付けます。
問合せ　建築指導課☎ (43)1111 内線 572・ (43)7656

▼補助額
　太陽光発電システム 1kw あたり 20,000 円
※ 80,000 円を上限とし、予算の範囲内で申込み順。
▼申込み
　4 月 8 日（木）から幸手市住宅用太陽光発電システム
設置費補助金交付申請書（様式第 1 号）に下記添付書類
を添えて環境課窓口へ（郵送不可）
【添付書類】
①工事の内訳が明記されている工事請負契約書または
　見積書の写し
②設置工事着手前の現況写真 (撮影日記載 )
③設置する場所の略図
④発電システムの形状、規格などを示すカタログ
⑤市税など完納証明書
※代理人による提出は可能ですが、交付申請書は必ず
　申請者（設置者）本人が記入してください。
問合せ　環境課☎（48)0331

住宅リフォーム費用の一部補助（前期） 住宅用太陽光発電システム設置補助
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幸手市長　木村 純夫
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　一般会計当初予算額は 154 億 1 千万円となり、令和 2 年度と比べて 3 億 9 千万円、
率にして 2.5％の減額となる予算を編成しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響を注視しながら、限りある貴重な財源を適切かつ効
果的に配分し、子育てや教育、福祉、防災など、各施策を実施することにより、第 6 次
総合振興計画の基本理念である「みんなでつくる 幸せを手にするまち 幸手」の実現に
取り組みます。


